
【戦評シート】 

平成 １７年 ５月３日（火） 協会名： 能代市 バスケットボール協会 

場 所：能代市総合体育館 記入者：大山 正道 
 

チームＡ     チームＢ  

 安城学園  ９０ ７７  岡山県選抜  
    

２６－１６ 
２４－２０ 
２４－２１ 
１６－２０     

   
スターター チームＡ： ４ ５ ６ １１ １７ 
 チームＢ： ５ ８ １４ １５ １７ 
ディフェンス チームＡ： □ ゾーン（ オールコートプレス、 ２－１－２ ） 
(試合開始時) チームＢ： □ ゾーン（ ２－１－２ ） 

 
 能代工業高校出身の金子コーチ率いる安城学園と、２０２ＣＭの外国人ポールブノアジャイを

擁する岡山県選抜の戦いである。安城学園はオールコートプレスから２－１－２のゾーンディフ

ェンス、岡山県選抜は２－１－２のゾーンディフェンスでスタートする。安城学園は⑪山崎や④宇

佐美の３Ｐで得点すれば、岡山県選抜は⑮ポールブノアジャイのゴール下で得点する。お互い

流れをうまくつかめず、外からのシュートの打ち合いになり、シュート率のよかった安城学園２６

－１６の１０点リードで第１Ｑを終える。 

 第２Ｑの立ち上がり安城学園は⑩国本や⑪山崎の３Ｐなどで連続８得点をして、３４－１８と突

き放しにかかるが、岡山県選抜も⑬西谷のゴール下、⑤松山の速攻などで連続６得点をして、

反撃をする。しかし安城学園のオールコートゾーンプレスが徐々に効き始め、岡山県選抜がミス

を重ねてしまう。岡山県選抜は相手の流れを止めるため残り１：３２のところでタイムアウトを取

るが、結局５０－３６と安城学園のリードで前半を終える。 

 第３Ｑの立ち上がりでペースをつかんだのは岡山県選抜。⑧朴の３Ｐや⑩藤井の速攻などで

わずか１分の間に７点差に迫る。ペースをつかめない安城学園は残り７：２９のところでタイムア

ウトを取る。ここから一進一退の攻防が続く。安城学園は④宇佐美や⑰近藤の３Ｐで得点し、岡

山県選抜は⑮ポールブノアジャイのブロックショットやゴール下のシュートなどで反撃し、７４－５

７の安城学園の１７点リードで第３Ｑが終わる。 

 第４Ｑ岡山県選抜はディフェンスをマンツーマンに切りかえる。これが功を奏し、安城学園の３
Ｐでの得点がなくなり、ジリジリと差を詰めていく。そして⑰竹原の３Ｐなどで残り４：００のところ

で７０－８１の１１点差にまで追いつく。しかしここからミスが続いてしまい、安城学園に反撃を許

してしまう。結局終始安定したシュート力を見せた安城学園が９０－７７の１３点差で快勝した。 

注意 : 文面には試合内容のみご記入下さい。 


